
ウ
ミ
ガ
メ
の
鼻
に
刺
さ
っ
た
ス
ト
ロ
ー
の
写
真
は
、

工
業
製
品
の
資
源
循
環
と
海
洋
資
源
保
護
の
両
立
に

対
し
一
石
を
投
じ
る
結
果
と
な
り
、
ま
た
昨
年
９
月

か
ら
続
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
東
部
の
大
規
模
森

林
火
災
は
、
気
候
変
動
問
題
と
生
物
多
様
性
の
か
か

わ
り
を
含
め
た
問
題
提
起
と
な
っ
た
。
多
種
多
様
な

現
代
型
環
境
問
題
は
、
今
や
相
互
に
連
関
し
て
お
り
、

か
つ
わ
れ
わ
れ
は
自
然
の
営
み
と
人
間
の
営
み
が
絶

え
間
な
く
流
れ
続
け
る
日
常
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
な

か
で
、
こ
う
し
た
問
題
に
適
切
に
対
処
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
総
合

的
に
と
ら
え
、
狭
い
範
囲
で
の
特
定
目
的
の
活
動
で

は
な
く
、
多
角
的
か
つ
持
続
的
に
行
動
し
て
い
く

「
統
合
思
考
」
が
求
め
ら
れ
る
。
企
業
の
「
環
境
統

合
型
経
営
」
と
は
、
気
候
変
動
、
循
環
型
社
会
、
生

物
多
様
性
な
ど
の
環
境
問
題
を
総
合
的
に
と
ら
え
、

日
常
の
事
業
活
動
の
な
か
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
課

題
の
解
決
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
幅
広
く
、
か
つ

継
続
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
指
す
。「
企
業
と

し
て
最
低
限
の
責
任
を
果
た
す
」
と
い
っ
た
受
動
的

姿
勢
や
、
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
よ
う
な
非
日
常
的

活
動
で
は
な
く
、
本
来
の
事
業
活
動
の
な
か
に
、
多

様
な
環
境
対
策
が
事
業
目
的
と
の
矛
盾
な
く
取
り
込

ま
れ
て
い
る
状
態
が
不
可
欠
と
い
え
る
。

ふ
る
さ
と

す
べ
て
の
製
鉄
所
に
根
付
く「
郷
土
の
森
」

当
社
が
大
分
製
鉄
所
を
建
設
し
た
の
は
今
か
ら
５０

年
前
、
１
９
７
０
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
言
う
ま

で
も
な
く
こ
の
時
代
は
、
公
害
問
題
と
経
済
成
長
の

両
立
が
わ
が
国
の
深
刻
な
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
な
か
、当
社
は
横
浜
国
立
大
学
の
宮
脇
昭
先
生（
現

名
誉
教
授
）に
ご
指
導
を
仰
ぎ
、
地
域
本
来
の
自
然

植
生
を
活
か
し
た
豊
か
な
森
を
製
鉄
所
内
に
つ
く
る

と
い
う
、
日
本
企
業
と
し
て
初
の
試
み
に
着
手
し
た
。

歴
史
あ
る
宇
佐
神
宮
の
鎮
守
の
森
の
植
生
を
調
べ
上

げ
、
地
域
の
方
々
と
現
地
社
員
が
苗
木
を
１
本
ず
つ

植
え
て
い
っ
た
。
や
が
て
そ
こ
に
は
土
地
本
来
の

木
々
が
育
ち
、
土
地
本
来
の
動
物
も
す
み
着
く
よ
う

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
こ
れ
を
、
当
社
の
全
製
鉄
所
に

逐
次
展
開
し
て
い
っ
た
結
果
、
今
で
は
全
国
で
８
３

０
ha（
東
京
ド
ー
ム
１
８
０
個
分
の
面
積
に
相
当
）が

「
郷
土
の
森
」
と
し
て
根
付
い
て
い
る
。
地
域
特
有

の
多
層
群
落
の
森
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｏ
２

の
効
率
良
い
吸
収
・
固
定
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

森
が
失
わ
れ
る
と
海
に
も
影
響
が
出
る
。
フ
ル
ボ

泉
山
雅
明

い
ず
み
や
ま
ま
さ
あ
き

「
環
境
統
合
型
経
営
」の
実
践
に
よ
り

環
境
と
成
長
の
好
循
環
を
実
現
す
る

―
―

日
本
製
鉄
の
取
り
組
み

日
本
製
鉄
環
境
部
長
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酸
鉄（
山
林
か
ら
川
を
下
っ
て
海
に
流
れ
出
る
鉄
分
）

が
不
足
す
る
結
果
、
全
国
の
海
で
は
河
口
付
近
の
海

草
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
育
た
な
く
な
る
「
磯
焼
け
」

と
呼
ば
れ
る
現
象
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

鉄
鋼
生
産
の
副
産
物
で
あ
る
「
鉄
鋼
ス
ラ
グ
」
を
腐

葉
土
と
と
も
に
海
に
沈
め
る
こ
と
で
、
海
の
生
物
が

必
要
な
栄
養
分
を
摂
取
で
き
、
豊
か
な
海
が
再
生
す

る
「
海
の
森
づ
く
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
当
社
は

深
く
関
与
し
て
い
る
。
コ
ン
ブ
、
ウ
ニ
、
カ
キ
な
ど

沿
岸
域
の
生
態
系
の
回
復
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、

最
近
で
は
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン（
海
洋
植
生
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
２

の
固
定
化
）に
も
寄
与
す
る
こ
と
が
世
界
的
に

注
目
さ
れ
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
課
題
に
対
す

る
複
合
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
１
つ
と
し
て
、
当
社
は

今
後
こ
の
技
術
の
普
及
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

ま
た
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
資
源
化
事
業
に
は

約
２０
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。
コ
ー
ク
ス
炉
を

活
用
し
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
「
ケ

ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
呼
ば
れ
、
コ
ー
ク
ス
の
代

替
と
し
て
使
用
す
る
ほ
か
、
熱
・
電
気
・
化
成
品
へ

と
無
駄
な
く
多
重
利
用
さ
れ
る
た
め
、
残
渣
が
ほ
と

ん
ど
発
生
せ
ず
、
環
境
性
と
経
済
性
に
優
れ
た
リ
サ

イ
ク
ル
手
法
で
あ
る
。
現
在
、
当
社
の
７
製
鉄
所
に

お
い
て
、
全
国
の
自
治
体
で
回
収
さ
れ
る
容
器
包
装

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
約
３
割
に
あ
た
る
年
間
約
２０
万
ｔ

を
再
資
源
化
し
て
お
り
、
国
内
最
大
の
処
理
事
業
者

と
な
っ
て
い
る
。
鉄
鋼
製
造
プ
ロ
セ
ス
技
術
と
社
会

シ
ス
テ
ム
の
統
合
を
通
じ
た
、
循
環
型
社
会
形
成
と

地
球
温
暖
化
対
策
の
双
方
に
寄
与
す
る
事
業
活
動
と

い
え
る
。

も
と
よ
り
、
気

候
変
動
問
題
に
対

し
て
は
、
製
鉄
プ

ロ
セ
ス
で
発
生
す

る
Ｃ
Ｏ
２

を
抜
本

的
に
削
減
す
る

「
エ
コ
プ
ロ
セ
ス
」

に
加
え
、
当
社
の

省
エ
ネ
技
術
を
途

上
国
に
移
転
・
普

及
さ
せ
る
「
エ
コ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
」、
高
機
能
鋼

材
の
開
発
・
提
供

に
よ
り
最
終
製
品

段
階
で
省
エ
ネ
性
能
を
発
揮
す
る
「
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク

ツ
�
」、
さ
ら
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
ス
チ
ー
ル
も
視

野
に
入
れ
た
「
革
新
的
技
術
開
発
」
と
い
う
４
つ
の

柱
に
よ
り
、
地
球
規
模
で
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を

含
め
た
幅
広
い
貢
献
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
。

「
統
合
思
考
」
を
常
に
持
ち
続
け
る

経
営
が
不
可
欠

当
社
は
鉄
鋼
製
品
を
世
界
中
に
供
給
し
、
人
の
暮

ら
し
を
豊
か
で
快
適
な
も
の
に
す
る
こ
と
を
通
じ
、

国
際
社
会
に
広
く
貢
献
す
る
企
業
で
あ
る
と
同
時
に
、

全
国
に
製
造
拠
点
を
有
し
、
地
域
社
会
と
の
共
生
を

前
提
に
事
業
活
動
を
営
む
企
業
で
も
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
視
点
と
地
域
密
着
の
視
点
、

経
済
活
動
と
人
々
の
生
活
の
か
か
わ
り
、
短
期
成
果

と
中
長
期
方
針
の
整
合
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
統
合
思

考
」
を
常
に
持
ち
続
け
た
経
営
が
肝
要
と
な
る
。

近
年
、
欧
州
で
は
、
気
候
変
動
問
題
に
極
端
に
特

化
さ
れ
た
政
策
が
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
行
き
過

ぎ
た
シ
ン
グ
ル
・
イ
シ
ュ
ー
化
は
、
企
業
活
動
の
制

約
や
国
民
負
担
の
増
加
を
招
く
う
え
、
地
球
全
体
で

見
た
環
境
対
策
の
最
適
化
に
も
反
す
る
な
ど
、「
何

か
を
犠
牲
に
す
る
」
結
果
に
つ
な
が
り
、
必
ず
し
も

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
は
い
え
な
い
場
合
が
多
い
。

企
業
自
ら
が
事
業
活
動
と
社
会
と
の
か
か
わ
り
を

主
体
的
に
定
義
し
、
技
術
を
軸
と
し
た
取
り
組
み
を

通
じ
て
環
境
と
成
長
の
好
循
環
を
目
指
す
、
と
い
う

技
術
立
国
ら
し
い
持
続
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
よ
っ
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）の
同
時
達
成
を

目
指
し
た
い
。

ふるさと

大分製鉄所の「郷土の森」

北海道増毛町での「海の森づくり」

「環境統合型経営」で環境と成長の好循環を実現する
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